
事業開始年度 平成19年度

民間移譲

廃止 縮小 統合

民間委託市町移譲

凍結(休止)

負担割合変更 事務改善

継続 実施手法の見直し

その他ＰＦＩ

延長 終期設定

新規 拡充

・「のじぎく兵庫国体」後の大会においても、８位以内を継続しており、競技力
の継続・発展がなされている。

・競技実績等を踏まえ、国体での活躍が期待できる指導者・選手・運動部・チー
ムを強化指定し、関係機関・団体と連携した重点強化を図っている。

・文部科学省が(財)日本オリンピック委員会や(財)日本体育協会と連携している
のと同様、県も(財)兵庫県体育協会や競技団体との連携体制を整備している。
・県として総合的に競技力の向上をする必要がある。
・(財)兵庫県体育協会は自主事業として、指導者研修会やスポーツ指導者養成事
業を実施しており、同協会と連携を図っている。

・強化に係る練習会や合宿等の交通費については、自己負担を求めている。

所管部局課名

担当者電話番号

教育委員会事務局スポーツ振興課

253,344 千円 0.4人

3,344 千円 0.4人

従事人員

従事人員

(0 千円)

350,000 千円

21年度
目標

８位７位

従事人員 従事人員

H19

達成率（％）

目標の達成度
を示す指標

(0 千円)

指標名
19年度
実績

５位

目 標

目標値 年度

継続的に
８位以内

～H23

評
価
結
果

説

明

スポーツ人口のすそ野拡大と系統的指導体制の構築を図り、将来、国体や世界を舞台に活躍できる手
作りアスリートを育成する「兵庫タレント発掘事業」を重点事業として推進する。

《参考：兵庫タレント発掘事業費》・・・H20：20,262千円、H21：50,000千円

実施手法の
見直し内容

民間・市町との役割分担

受益と負担の適正化

必 要 性

有 効 性

効 率 性

・「兵庫県スポーツ振興行動プログラム」に基づき、県民のスポーツ振興を推進
する。
・県民のスポーツへの関心を高め、県民に夢と感動を与えることにより、「のじ
ぎく兵庫国体」の成果を将来へ継承・発展させる。
・兵庫県のスポーツ選手が国内外において活躍することは、本県のスポーツ振興
に寄与する。
・選手強化に有効な取組を継承し、長期的展望に立った競技力の維持・向上を図
る必要がある。

施策名

事業名

20年度
実績

平成20年度当初予算額

(250,000 千円)

区 分

0.4人

長期的展望に立った競技力の維持・向上

253,388 千円

平成21年度当初予算額

(250,000 千円)

250,000 千円

競技スポーツ係 078-362-9446

250,000 千円

県民の健康・体力の増進

はばたけ兵庫推進プラン

平成19年度決算額

(350,000 千円)

H21

従事人員

0.4人

[目標設定理由]
「のじぎく兵庫国体」等で高められた競技力を継
続し、将来へ発展させるため。

100%

事務事業評価資料

事
業
に
要
す
る
コ
ス
ト

事業費①

人件費②

総コスト
（①＋②）

0.4人3,566 千円

H20

事業目的

3,388 千円

事業の目標

従事人員

0.4人353,566 千円

「のじぎく兵庫国体」等で高められた競技力を継続し、将来へ発展させる

事業内容

次世代を担うジュニア選手の発掘、育成や若手指導者の資質向
上を推進
①はばたけ兵庫推進プラン(選手強化育成プログラム、選手サ
ポートプログラム等) ②兵庫タレント発掘事業(小・中学生対
象)(ジュニア選手の発掘・育成、指導者招聘・若手指導者育成
事業等)

国民体育大会
天皇杯順位
（男女総合成績） (0 千円)

100%

方 向 性

実
施
方
針

100%


